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祭
審
査
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林
　
格 

男

た
だ
　   

お

　

第
三
十
六
回
飛
騨
文
芸
祭
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
奇

し
く
も
郷
土
出
身
の
作
家
江
夏
美

好
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

三
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

江
夏
さ
ん
は
、
大
正
十
二
年
神

岡
町
に
生
ま
れ
、
高
山
高
等
女
学

校
へ
進
み
ま
す
が
、
病
の
た
め
中

退
し
て
金
沢
で
静
養
。
そ
の
後
大

阪
へ
出
て
、
た
ま
た
ま
作
家
江
夏

茂
一
郎
氏
に
出
会
っ
て
結
婚
、
文

学
の
道
を
志
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

江
夏
さ
ん
は
、
夫
の
転
勤
の
都

合
で
富
山
な
ど
を
経
て
最
後
に
名

古
屋
に
居
を
構
え
、
本
格
的
な
作

家
生
活
に
入
る
と
同
時
に
、
昭
和

三
十
四
年
に
は
自
ら
主
宰
し
て
同

人
誌
「
東
海
文
学
」
を
創
刊
し
ま

す
。「
東
海
文
学
」
は
規
模
が
大

き
く
、
稀
れ
に
み
る
質
の
高
さ
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
夏
さ
ん
自
身
は
歴
史
小
説
に

道
を
見
出
し
、「
脱
走
記
」（
昭

和
三
十
八
）・「
流
離
の
記
」（
同

四
十
一
）
は
直
木
賞
候
補
に
推
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
入
賞
は
果
た
せ

ず
、
よ
う
や
く
昭
和
四
十
六
年
、

白
川
郷
平
瀬
に
生
ま
れ
て
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
い
た
自
分
の
母
の
生
涯

を
描
い
た
大
作
「
下
々
の
女
」（
河

出
書
房
新
社
刊
）
に
よ
っ
て
、
女

流
作
家
の
登
竜
門
、
田
村
俊
子
賞

を
受
賞
し
ま
す
。

　

高
山
で
も
そ
の
受
賞
祝
賀
会
が

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
江
夏
さ
ん
の
体
調
に
異
変

が
生
じ
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
、

五
十
九
歳
の
若
さ
で
他
界
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
生
涯

を
文
学
に
捧
げ
た
江
夏
さ
ん
の
功

績
を
称
え
て
、
平
成
元
年
、
飛
騨

文
芸
祭
に
「
江
夏
美
好
賞
」
を
創

設
し
ま
し
た
。
近
年
、
飛
騨
文
芸

祭
が
盛
大
に
な
っ
て
き
た
の
も
、

江
夏
さ
ん
の
功
徳
か
、
と
思
っ
た

り
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
下
々
の
女
」
の
主

人
公
ち
な
は
、
晩
年
白
川
郷
へ

帰
っ
て
そ
の
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。
荻
町
に
は
今
も
「
ち
な

の
家
」
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
日
・
三
日
、
市
民
文
化

会
館
に
て
「
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
勅
題
「
岸
」
を
テ
ー
マ

に
各
団
体
が
日
頃
の
成
果
を
発
表

し
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の

団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。
審
査
員

の
講
評
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま

す
。

　
『
芸
能
の
部
』

　
　〈
大
賞
〉

○
日
本
舞
踊 

若
柳
臣
流 

久
美
華
会

▼
真
剣
さ
と
熱
意
を
強
く
心
に
受

け
、
大
人
と
違
っ
た
純
粋
の
所
作

の
美
し
さ
に
感
動
し
、
芸
術
性
の

高
い
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

○
高
山
陣
屋
太
鼓

▼
情
熱
・
雄
大
さ
・
勢
い
・
美
し

さ
を
取
り
入
れ
「
海
へ
の
祈
り
」

と
い
う
魂
を
表
現
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
し
ま
し
た
。

　
　〈
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
〉

○
日
本
舞
踊 

菁
風
会

▼
二
人
踊
り
は
美
し
く
揃
い
、
振

付
に
、
目
の
動
き
に
上
品
さ
が
あ

り
ま
し
た
。

○
日
本
舞
踊 

花
柳
流 

美
玲
の
会

▼
二
人
の
姉
妹
の
心
の
動
き
が
う

ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
坪
内
流 

坪
内
会

▼
若
さ
と
明
る
さ
が
特
化
し
て
お

り
、
ま
と
ま
り
と
美
し
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

○
生
田
流
筝
曲 

瀬
音
会

▼
若
い
人
の
技
が
育
っ
て
い
て
、

文
化
伝
承
と
い
う
意
義
を
感
じ
ま

し
た
。

　
　〈
審
査
員
特
別
賞
〉

○
日
本
舞
踊 

西
川
流 

鯉
之
祐
會

○
現
代
津
軽
三
味
線
徳
山
流 

藤
泉
会

　
『
展
示
の
部
』

　
　〈
大
賞
〉

○
華
翔
会

▼
ま
と
ま
り
と
美
し
さ
が
最
高
で

し
た
。
屏
風
、
衝
立
と
い
う
和
を

装
い
、
平
安
時
代
の
色
彩
で
雅
さ

を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

く

　
　〈
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
〉

○
飛
騨
俳
句
会

▼
「
岸
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
自
分

の
心
の
感
動
と
自
然
と
い
う
諷
詠

を
一
句
一
句
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。

○
木
版
画
同
好
会

▼
初
心
者
講
座
の
会
員
の
方
の
発

表
も
同
時
に
行
わ
れ
、
文
化
の
伝

承
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
　〈
審
査
員
特
別
賞
〉

○
飛
騨
嵯
峨
御
流
会

○
中
日
写
真
協
会 

飛
騨
支
部

　『
審
査
員
講
評
』

　

東
日
本
大
震
災
の
追
悼
の
想
い

を
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
情
緒
性
あ
る
心
落
ち
着
く
も

の
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年

出
演
・
出
品
さ
れ
て
い
る
団
体
は

切
磋
琢
磨
さ
れ
、新
た
な
出
演
者
・

出
品
者
が
舞
台
と
作
品
に
明
る
さ

と
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。 

◇対　　象　飛騨地域在住・在勤・出身者
◇ジャンル　小説・戯曲・児童文学・随筆・エッセイ・評
　　　　　　論・現代詩・短歌・俳句等
◇応募方法　郵送等〈氏名（筆名）、住所、連絡先を
　　　　　　明記〉
◇締　　切　平成24年8月15日（消印有効）
◇参 加 費　無料
詳細は文化協会（34-6550）へお問い合わせください。



「
岡
目
一
目
」

（
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

市
民
歴
史
散
歩

第12回

「
畑
佐
城
址
〜
新
宮
神
社
」

ご報告

初
心
者
入
門
講
座

劇
団
太
陽 

演
劇
塾

（
主
宰 

中
田
裕
一
）

参
加
者
募
集
中
！

　
「
ガ
ン
モ
ン
モ
っ
て
何
の

こ
っ
ち
ゃ
」
と
か
な
り
年
配
の

人
に
聞
か
れ
て
驚
い
た
。
高
山

の
人
な
ら
、
ま
し
て
年
配
の
人

な
ら
皆
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
か
ら
。

　

岩
島
周
一
さ
ん
の
「
飛
騨
の

方
言
」
に
は
「
仏
具
の
椀
型
の

鉦
。
棒
状
の
撞
木
で
打
ち
鳴
ら

す
」
と
書
い
て
あ
る
。
仏
壇
の

前
に
小
さ
な
座
布
団
な
ど
に
乗

せ
て
置
い
て
あ
る
。
チ
ー
ン
と

鳴
ら
し
て
か
ら
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ

ツ
と
な
る
あ
れ
だ
。

　

因
み
に
「
ガ
ン
モ
ン
モ
」
と

「
モ
モ
ン
ガ
ー
」
と
「
ガ
ガ
モ
」

の
違
い
は
お
分
か
り
だ
ろ
う

か
。

　
「
モ
モ
ン
ガ
ー
」
は
動
物
の

ム
サ
サ
ビ
の
こ
と
で
、
飛
騨
弁

で
は
バ
ン
ド
リ
に
な
る
。
晩
に

飛
ぶ
鳥
に
似
て
い
る
か
ら
と
い

う
。

　
「
ガ
ガ
モ
」
は
、
や
は
り
岩

島
さ
ん
の
本
で
は
「
架
空
の
怪

物
。
お
化
け
、
死
者
、
幽
霊
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
レ
デ
ィ
・
ガ
ガ
」
は
海
の

向
こ
う
の
全
く
別
も
の
。

　

味
の
あ
る
方
言
が
消
え
て
行

く
。
飛
騨
の
人
同
士
で
も
話
し

が
合
わ
な
く
な
っ
て
行
く
。

　

私
も
筆
名
は
ガ
ン
モ
ン
モ
よ

り
、
ガ
ガ
モ
の
方
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
う
。

　
〈
そ
れ
で
も
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉 

◇
翔
山
会
　
謡
曲
大
会

・
日
時
／
七
月
八
日
（
日
）　

　

正
午
〜
午
後
五
時
三
十
分

・
会
場
／
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

・
入
場
料
／
無
料

　

東
京
か
ら
プ
ロ
四
名
を
招
き
、

共
に
素
謡
・
仕
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

前
号
で
日
展
作
家
・
吉
川
菊
麿

さ
ん
の
作
品
を
「
日
本
画
」
と
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、「
版
画
」

の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

【
記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

　文化協会役員の野畑国久さん
が、春の叙勲・褒章において「藍
綬褒章」（消防功績）
を受章されました。
お祝いを申し上げる
と共に、今後のます
ますのご活躍をお祈
りします。

お知らせ
　

六
月
十
七
日
に
実
施
し
た
市
民

歴
史
散
歩
に
は
、
新
宮
町
内
会
の

方
も
含
め
百
二
十
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
の

合
間
の
晴

天
に
恵
ま

れ
、
新
宮

町
史
跡
文

化
財
保
存

委
員
会
の

皆
様
に
山

道
を
整
備

し
て
い
た

◆
日
程　

八
月
〜
十
一
月
の
不
定

期
に
開
催
。
随
時
参
加
可

◆
内
容　

稽
古
見
学
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
公
演
制
作
に
参
加

◆
特
典　

十
一
月
開
催
の
本
番
公

演
に
ご
招
待

　

詳
細
は
文
化
協
会
ま
で
。

だ
い
た
お
か
げ
で
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

畑
佐
城
址
は
新
宮
神
社
裏
手
の

山
頂
に
立
地
し
、
上
枝
地
区
南
半

分
と
山
田
城
を
眺
望
で
き
る
見
晴

し
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
文
化
財

め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
一
度
登
ら
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。


